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１ 問題の所在 
 欧米においては、環境教育のアプローチも国や地域ごとに多様化し、近年の環境思想の流れとも連動しつつ
独自の展開を見せている。環境思想全体は、人間中心主義から環境主義への重点移行を見せ 、特に、後者につ
ながる環境倫理の視点は、国内外の環境教育の中でも重要な位置を占めるようになっている。環境倫理とは、
環境問題が深刻化する中で人間と自然との関わり方を問うものであり、この定義は日本科学者会議編の『環境
事典』（2008）や「環境倫理学」を日本に広く紹介した加藤の著書（1991）等の主要文献に共有される。 
 実際に海外では、アメリカ・カナダ等を中心に環境倫理の視点を導入した環境教育（以下「環境倫理教育」
と略記）が推進されている。その中では特に、環境倫理学の流れをつくった環境思想の系譜に位置するディー
プ・エコロジ (ーdeep ecology)の視点を導入したディープ・エコロジー教育が、1970 年代から広まりつつある。
この思想は、現代の環境問題を引き起こした我々の精神の内面性それ自体を問題としており、現在の社会シス
テムと文明の中で失われてしまった自然との関わり・一体感、そして自然の中での自己実現を通して生命の固
有の価値を見つめなおすことを提唱するものである 。ディープ・エコロジーは、これまでのエコロジーを、先
進諸国の人々の健康と繁栄のみに中心目標を置く「シャロー・エコロジー」として批判し、環境問題の根本的
解決のためには、人間の内面の自己変革が必要であることを主張している。この取り組みは、特定の団体・組
織、研究所等を中心に社会教育として展開されているものであるが、環境倫理の視点を導入した理科教育、生
物教育の先駆的実践・研究としては、世界的に最も有名なアメリカの代表的な生物カリキュラムである、
BSCS(Biological Sciences Curriculum Study)を挙げることができる。 
 国内では、1999年の中央環境審議会の答申『これからの環境教育・環境学習‐持続可能な社会をめざして‐』
において、環境教育・環境学習の振興は価値観をも問うものであることに留意するべきことを明示し、「わが
国における『国連持続可能な開発のための教育の10年』実施計画」において、重視する指針の１つとして、「持
続可能な開発に関する価値観」の育成を挙げており、2008、2009 年改訂の新学習指導要領にも環境倫理の視点
が導入されている。実際、環境倫理の学校教育への導入は、近年の日本において議論され始め、徐々にではあ
るが、学校教育における各教科の学習内容にも導入され始めている。 
 このように、環境倫理教育は、国内外、特にアメリカにおいては、民間レベルの教育プロジェクトのみなら
ず、公教育としての理科教育、生物教育の場での実践もみられ、これに関する先行研究も少なからずなされて
いる。しかし、理科教育、生物教育において、ディープ・エコロジーの中軸をなす概念である、生命圏平等主
義的自然観の獲得、自然との一体化による自己実現の視点を導入し、その効果を分析した本格的な環境教育の
研究はなされていない。さらに具体的に言えば、こうした先行研究には、以下のような主要な課題が挙げられ
る。１点目は、国内外、特にアメリカの公教育における環境倫理教育の展開や実践的特質等についての詳細な
先行研究がほとんどみられない点である。アメリカにおいて、環境教育の実践者が身につけておくべき基礎知
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識としての環境倫理の紹介や、環境倫理教育の事例的研究、環境教育の補助教材としての環境倫理の書籍の紹
介等の先行研究はみられたが、環境倫理教育の特質に関する先行研究はみられない。２点目は、民間レベルの
環境倫理教育プロジェクトとして最も広まりつつあるディープ・エコロジー教育に関する詳細な研究がなされ
ていない点である。環境思想の文脈で、ディープ・エコロジーに言及した先行研究は国内外ともに枚挙に暇が
ないが、環境教育の文脈では、この思想に影響を受けた環境教育の構想や実践はたしかな地歩を占めつつある
ものの、それらについての詳細な研究はない。３点目は、日本でこうした環境倫理の視点を導入した環境教育
を構想・実践する際に必要となる、日本の子ども達の環境倫理意識について、詳細な先行研究がまだなされて
いない点である。内閣府の『子ども・若者白書』（2011）における、子どもの頃の自然体験と、大人になってか
らの意欲、規範意識との関連を明らかにする調査等の先行研究はみられるが、ディープ・エコロジーの概念ま
で含めた環境倫理意識を調査した先行研究はみられない。４点目は、日本の学校の理科教育、特に生物教育に
おけるディープ・エコロジーの視点を導入した環境教育の理論と実践に関した基本的かつ詳細な知見は全く得
られていない点である。この状況は日本に限らず、ディープ・エコロジー教育が広まりつつあるアメリカにお
いても、特定の団体や組織、個人の取り組みとして実践されているディープ・エコロジー教育の先行研究はみ
られるが、学校教育の生物教育におけるディープ・エコロジー教育の先行研究は、BSCSカリキュラム以外はみ
られない。BSCSにおいても、ディープ・エコロジーの中心概念である自己実現等を導入し、内面の自己変革を
図ることを目標としたカリキュラムや学習活動までには至っていない。 
 
２ 研究の目的 
 そこで、本研究は、日本の学校の理科教育、特に生物教育におけるディープ・エコロジーの視点を導入した
環境教育の理論と実践に関した基礎知見を得ることを主目的としている。具体的には、以下の４点を目的とし
た。第一に、課題１点目に対応して、民間レベルの教育プロジェクトのみならず、公教育としての理科教育、
生物教育の場での実践もみられる環境倫理の視点を導入した教育を行っているアメリカにおいて、環境倫理の
視点を導入した中等後期段階の生物教育の事例となる、BSCSにおける環境倫理に関するカリキュラムの特質を
解明することを目的とした。第二に、課題２点目に対応して、環境倫理の視点を導入した環境教育、特に、ア
メリカ・カナダ等を中心に、民間レベルの教育プロジェクトとして広まりつつあるディープ・エコロジー教育
の目的・学習形態・学習内容等の特質を明らかにすることを目的とした。第三に、課題３点目に対応して、デ
ィープ・エコロジーを中心とした環境倫理概念に対する日本の高校生の意識調査を行い、その特徴を解明する
ことを目的とした。第四に、課題４点目に対応して、高校生物におけるディープ・エコロジーの視点を導入し
た環境教育プログラムを開発・試行し、日本の高校生の反応・変容や実践的課題を探り、ディープ・エコロジ
ーの視点、特に、生命圏平等主義的自然観の獲得、自然との一体化による自己実現の視点を導入した環境教育
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を日本で実践する際のあり方を検討する基礎的な知見を得ることを目的とした。言うまでもなく、第四の目的
が本研究の中核を占める目的ではあるが、先行研究の状況を踏まえると、それぞれ重要な研究課題であり、ま
たそれらは、第四の研究目的、すなわち、本研究の中核となる研究目的を達成するために不可欠な研究である。 
 
３ 研究の方法 
 以上の目的を達成するため、本研究では、文献調査とその分析、質問紙調査とその分析、環境教育プログラ
ム開発・試行とその結果分析を行うこととした。具体的には、以下の方法で研究を行った。まず、第一から第
四の目的達成のための研究に先駆けて、環境教育の国際的な取り組みとその展開、環境教育の展開と連動する
環境思想の変遷、および、近年の環境思想の重点となっている環境倫理学の流れをつくったディープ・エコロ
ジーの出現とその展開について、そこに共通する方向性を解明するために、環境教育に関する代表的な提言、
勧告、行動計画、審議会の答申、学習指導要領等の内容調査をする。次に、第一の目的のために、アメリカの
BSCSカリキュラムA Human Approach First Edition（以降AHAと略す）における環境倫理的視点の扱い、および、
その学習活動の内容調査を行う。次に、第二の目的のために、アメリカ・カナダ等のディープ・エコロジー教
育の実践事例について、その目的・学習形態・学習内容等を調査、分析する。次に、第三の目的のために、デ
ィープ・エコロジーを中心とした環境倫理に関する尺度を用いて質問紙を作成し、高校生の環境倫理意識調査
を行い、その結果を分析する。そして、第四の目的のために、日本の高校生を対象とし、ディープ・エコロジ
ーの視点、特に、生命圏平等主義的自然観の獲得、自然との一体化による自己実現の視点を導入した環境教育
プログラムの開発、試行を行う。最後に、文献調査、質問紙調査、環境教育プログラム開発・試行・分析から
得られた知見をもとに、ディープ・エコロジーを導入した環境倫理教育のあり方を検討する。なお、環境倫理
意識調査は、それぞれのプログラム開発に先立って行っているが、環境倫理意識調査の結果は、中核部分（自
然との一体化体験等）を同じくする同種の調査の最新の結果を示すこととした。 
 
４ 本論文の構成 
 本論文は、国内外の環境倫理教育についての文献調査とその分析を行う第１~３章と、日本の高校生の環境
倫理意識調査とその分析を行う第４章、日本の高校生を対象とした環境倫理教育プログラムの開発・試行・分
析を行う第５章、第６章によって構成した。 
 序章では、国内外の環境倫理教育に関する先行研究の課題を指摘し、その課題を解決するための本研究の目
的・方法について述べた。 
 第１章では、目下、環境教育は、国際的に推進されている「持続可能性に向けての教育(ESD)」という大きな
枠組みに添って展開されており、その環境教育の流れと連動する環境思想は、1970年代に、人間中心主義から
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環境主義へと大きく転換し、環境主義の主要な環境思想の１つとなるディープ・エコロジーは1980年代後半か
らアメリカ西海岸を中心に多様な発展をみせ、日本でも1990年代前半からその広まりがみられることを明らか
にした。特に、ジョアンナ・メイシーがジョン・シードとともに考案した「全生命のつどい」ワークは、相互
交流的なエクササイズ等のグループワークに特定の儀式形態を取り入れることで、ディープ・エコロジーの自
己実現の達成を目指したもので、日本においても、全国各地のワークショップや講演会等で実践されているこ
とを明らかにした。 
 第２章では、環境倫理の視点を導入した、アメリカのBSCSによる中等後期段階の生物カリキュラムAHAの特
質として、カリキュラムの内容構成が『全米科学教育スタンダード』に基づいており、その内容の中には、北
米環境教育連盟が作成した『環境教育における卓越性―学習者のためのガイドライン』よりもさらに進んだ環
境倫理の視点が明確に取り入れられていることを明らかにした。AHA の生態学分野のプログラムにおいては、
生態系、環境問題の学習にとどまらず、実際に環境問題に対処する社会的能力の育成が図られ、価値観と生態
学の学習との統合により環境問題に対する意思決定のプロセスを学ぶことが目標とされており、この生態学分
野の導入段階の学習内容の中に、人間の環境への影響を探究する方法として環境倫理の自己認識を行う活動が
導入されていることを明確に示した。その活動においては、相互に対立する、環境倫理思想、すなわち、人間
中心主義的な環境思想と環境主義的なディープ・エコロジーのエッセイを比較・参照するアプローチがとられ
ているが、ディープ・エコロジーの中心概念である生命圏平等主義的自然観の獲得、自然との一体化による自
己実現への到達を目的とした生態学分野の学習活動はなされていないことを明らかにした。 
 第３章では、アメリカ・カナダ等を中心として実践されている、民間レベルのディープ・エコロジー教育の
代表事例である、「全生命のつどい」、「ブレーキング・スルー」、「エコリテラシー・プロジェクト」に共通す
る中心的特質を明らかにした。３種とも、教育目標として「自己実現」を目指しており、地域の自然の中で、
自己と他の多様な生命および生命以外の自然物との一体感を実感できるような野外体験学習を導入している
こと、地域の環境学習センターにおける希望者向けワークショップの形式で実施される形態から地域の学校と
共同して環境教育プロジェクトを実施する形態へと移行しつつあることを解明した。そして、その３種の事例
と同じく、アメリカで開発・実践されている、ネイチャーゲーム、OBIS、PLTの３つのプログラムとの比較を通
して、３種のディープ・エコロジー教育の目標、学習内容、活動形態等の詳細な特質を明確に示した。３種の
事例と３つのプログラムはすべて、プログラムの目的の一つとして、共通して「自然との一体化」を図る活動
が含まれること、「エコリテラシー・プロジェクト」の学習内容の中心は生態学の概念で、実験・調査という
学習活動を主として行うなどの点で、OBIS、PLTとの共通点が多いこと、「全生命のつどい」と「ブレーキング・
スルー」は、学習内容として感性や伝統文化、思想を扱い、学習形態として身体的活動や儀式を行うという点
で共通点が多いが、前者はセラピー、後者は身体的運動の占める割合が大きいという相違点があることを明ら
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かにした。さらに、日本では、ディープ・エコロジーと同じく、「かかわり」に焦点を当てた基本概念を有す
るホリスティック教育の文脈でディープ・エコロジーの視点が導入されていることを明確にした。 
 第４章では、高校生の環境倫理意識の実態を調査・分析し、その特徴を明らかにした。具体的には、環境倫
理意識の実態を探るため、環境問題に対する「認識・知識」、「意識・態度」、「行動様式」、「人間中心主義的自
然観」、「人間中心主義的な科学技術と環境問題の認識」の５点、ディープ・エコロジーの中軸をなし、なおか
つ、生態学的環境を中心とした概念である「多様性と共生の原理」、「生命圏平等主義」、「自己実現」の３点、
合計８点について、それぞれ質問項目のカテゴリーを設定し、42項目からなる質問紙を作成し、高校生２年生
を対象に質問紙調査を実施した。質問紙調査の結果から、高校生の環境倫理意識・態度の実態、および、自然
体験との関係について、以下の３点の特徴を明らかにした。日本の高校生は、環境問題に対する意識が高く、
ディープ・エコロジーの概念に対する肯定感が強い生徒が多い一方で、環境問題に対する知識、および、環境
問題の解決に向けた行動が身に付いている生徒が少ない、自然の中で興味・関心を持ち、遊び、過ごすことが
好きな生徒が多いが、自然の中で自然との一体感を感じた経験、および、日頃から自然に接する機会がある生
徒は少ない、自然とのかかわりが密接な生徒ほど、ディープ・エコロジーの概念に肯定的であり、特に、生徒
の、ディープ・エコロジーの「自己実現」意識の高さは、自然との一体感を感じた経験と関連している、とい
う３点の特徴を明確にした。 
 第５章では、本研究の中核となる目的の達成のため、まず、第２章のディープ・エコロジーの基本概念、第
３章の欧米を中心としたディープ・エコロジー教育の特質をもとに、日本の学校教育における生物教育の生態
学分野にディープ・エコロジーを導入する際の導入視点を抽出・統合し、本研究で実施する環境教育プログラ
ムの目標を設定した。ディープ・エコロジーの中軸をなし、なおかつ生態学的環境を中心とした概念を含む目
標①「生物多様性と共生、および、生態系の概念の理解」、目標②「原則としての生命圏平等主義的な自然観
の獲得」、目標③「自然との一体化による自己実現への到達」の３点である。したがって、ディープ・エコロ
ジーの概念の中でも社会政策の視点となる「反階級の姿勢」や「地方の自律」、「人口制限」などは導入してい
ない。次に、設定した目標に従い、実施校の学習状況、自然環境を考慮し、第４章の日本の高校生の環境倫理
意識調査の結果を踏まえて、日本の高等学校の生物授業で実施する環境教育プログラムⅠ、Ⅱ、Ⅲを開発した。
目標達成のため、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲのプログラムの中核として、ディープ・エコロジー・ワーク「身近な植物との一
体化体験」を導入した。このワークは、ディープ・エコロジー教育の一つである「全生命のつどい」ワークの
一部を日本のディープ・エコロジー市民団体員がアレンジし、「地球とのチャネリング」として実施したもの
を、筆者が高等学校の授業で実施しやすい形にさらにアレンジしたものである。特にオリジナルの部分は、一
体化の対象を校庭の身近な植物に限定し、一体化の対象となる植物を観察する際にはワークシートを活用し、
一体化を試みる際には一定時間の瞑想時間を設定した点である。このワークを中核とし、各校の実態に合わせ
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て、ネイチャーゲーム等、他のアメリカの環境教育プログラム、観察実験、ビデオ視聴、探究学習等を導入し、
各プログラムを作成した。プログラムⅠは、先のワークを中核とし、ネイチャーゲーム、校庭の昆虫の多様性
調査、ビデオ視聴等の活動を組み合わせてプログラムを作成し、1998年にＫ高等学校の生物Ⅱの授業に導入し
た。プログラムⅡは、先のワークを中核とし、地球温暖化に関する探究学習、ビデオ視聴を組み合わせてプロ
グラムを作成し、2005 年にＡ高等学校の生物Ⅱの授業に導入した。プログラムⅢは、先のワークを中核とし、
ネイチャーゲームと組み合わせてプログラムを作成し、2010年にＩ高等学校の社会福祉援助技術の授業に導入
した。 
 そして、第６章では、第５章にて作成した環境教育プログラムⅠ・Ⅱ・Ⅲの試行とその結果を明示し、プロ
グラムの試行による生徒の環境意識・知識・態度の変容と課題について明らかにした。プログラムⅠ・Ⅱ・Ⅲ
にほぼ共通する結果として、目標①については、プログラムⅠ、Ⅱ、Ⅲともに、「生物多様性と共生」の理解
までは多くの生徒で達成されたが、「生態系の概念」については短時間のプログラムでは達成されず、長期的
な学習による知識の定着が課題となったこと、目標②については、プログラムⅠ、Ⅱ、Ⅲともに、一部の生徒
において、特に、ディープ・エコロジー・ワーク「身近な自然との一体化体験」にて「原則としての生命圏平
等主義的な自然観の獲得」が達成されたこと、目標③については、プログラムⅠではネイチャーゲームの「サ
ウンドマップ」と「自然との一体化体験」にて、プログラムⅡ、Ⅲでは「自然との一体化体験」にて、「自然
との一体化」までは多くの生徒で達成されたが、どのプログラムにおいても、「自己実現」の達成までは、数
人の生徒で示唆されるに留まった、という３点が示された。 
 終章では、本研究の成果をまとめ、課題を明らかにした。ディープ・エコロジーの主要概念の中でも、生態
学的環境を中心とした視点を目標とし、ディープ・エコロジー・ワーク「身近な自然との一体化体験」を中核
に据えて構成した環境倫理教育プログラムを日本の高等学校にて実践した結果、ディープ・エコロジーの「生
物多様性と共生」の理解、「自然との一体化」の実感については多くの生徒で、「原則としての生命圏平等主義
的な自然観の獲得」、「自己実現への到達」については数人の生徒で達成されたことが成果として示された。以
上、本研究の文献調査、および、意識調査を踏まえた環境教育プログラムの開発・試行により得られた知見を
もとにすると、ディープ・エコロジー教育を日本の高等学校の生物教育で実践する際には、ディープ・エコロ
ジー・ワーク「身近な自然との一体化体験」をプログラムの中核としてプログラムの最後に位置づけ、地域や
学校、生徒の実態に即したプログラムを構成し、気候が温暖な時期の実践を留意することにより、ディープ・
エコロジーの視点を導入した環境教育プログラムが生徒に違和感なく受け入れられ、多くの生徒において、「自
然との一体化」段階までの達成、数人の生徒における「自己実現」段階までの達成がなされ、ディープ・エコ
ロジーの視点を導入した環境倫理教育プログラムの目標達成に効果的であることが示された。 
 残された主たる課題としては、第一に、本研究では、ディープ・エコロジーを取り上げたが、ディープ・エ
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コロジーとともに、環境倫理学の流れをつくったシンガーの「動物解放論」、ストーンの「自然物の当事者適
格」等の視点を含んだ環境倫理教育についても研究を進めることである。第二に、環境倫理意識調査の質問内
容や対象を拡大して、環境倫理意識の実態解明を深めることである。第三に、新教育課程の「生物基礎」の生
態学分野に対応したディープ・エコロジーの視点を導入した環境教育プログラムを開発するとともに、その目
標に関連した生徒の変容をより一層的確に捉える評価法を検討することである。 
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